り向くと川があり、その向こうにスフィンクスとピラミッドが見える。
やった!川の南に出たぞ!魔境まであとひと息だ!魔境に何があるのかは、まだほ
くらにはわからない。でも、きっと魔境は、ぼくらを待っているに違いない。
●」にチェックがあれば…638〓●なければ…………607ヘ
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武器屋さんと別れて、さらに奥へと進んでいったぼくらは、突然、暗闇に行く手を阻まれ
た。今までは、木々の間から、わずかながらも光がもれていたが、この先はまっ暗で、とて
も進めたものじゃない。どうしたもんかと悩んでいると、突然、横の密林から老人が現れた。
魔境に住む少数民族の長老だと名のった老人は、ぼくらに向かって淡々と話す。
「ここからが、本当の魔境じやよ……。どうしても先に進みたいなら、タカの目を持ってく
るがよい。スカラビ南部のピラミッドの出口でこう言うのじゃ。"タカの目よ、我に力を貸し
たまえ"とな」老人は、それだけ話すと、再び密林の奥へと消えていった。
●タ力の目があれば………282●なければ
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「右も左も行き止まりって、いったい?本当に、ここにギーグがいるんだろうか……?」

